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研究成果の概要（和文）：以下に示す３点の研究成果を得た。①仙台市教育委員会・仙台市教育センターと小学
校・中学校での児童生徒の探究的な学習活動を想定した情報活用能力の目標リストを体系化した。②探究的な学
習プロセスである情報の収集、編集、発信の3場面に対する学習活動カードを用いた単元開発と、児童生徒の学
習成果物へのルーブリック作成、主体的・対話的で深い学びの観点からの指導方略を統合した教員研修プロセス
を開発した。③Web上でルーブリックバンクを公開し、それを活用した教員研修を実施した。900件以上のルーブ
リックを収集・共有した。記述語を分析した結果、一定の一貫性をもって開発されていることを確認することが
できた。

研究成果の概要（英文）：We found three major findings. (1) Model curriculum for Information literacy
 in elementary and junior high school was developed in cooperation with Sendai education center and 
the board of education in Sendai. (2) Instructional design process for inquiry learning that 
included development of learning process using learning activity cards, development of a rubric 
about learning outcomes and consideration of instructional strategies for active learning was 
developed. (3) Rubric bank is available on the Web that contains over 900 rubrics. The rubrics were 
developed consistently through teacher training program based on the instructional design process 
for inquiry learning.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において開発した情報活用を意識した探究学習の単元開発モデル（情報活用型PBL)および教員研修プログ
ラムは、当初想定した小学校・中学校だけでなく高等学校においてもニーズがあった。新学習指導要領では高等
学校で探究を扱う科目が新設されるため、教科の中で探究的な単元を開発するノウハウが求められていると考え
られる。結果として、2017年以降で40件、述べ2000名以上の教員を対象に研修の機会を得ることができ、本研究
成果に対する高い社会的ニーズが確認された。研究期間は終了したが、研修依頼が続いているため、開発したル
ーブリックバンクの運用を続けながら、研究成果を書籍等で公表することを予定している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究では、児童生徒の探究的な学習を評価する情報活用能力のルーブリックの開発を試み
た。探究活動は、課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現のように段階的なプロ
セスである（文部科学省 2008）。情報活用能力（Information Literacy）は探究を遂行する核
となる力である。中でも「情報活用の実践力」は、①課題や目的に応じた情報手段の適切な活
用、②必要な情報の主体的な収集・判断・表現・処理・創造、③受け手の状況などを踏まえた
発信・伝達の 3要素が定義されている（文部科学省 2010）。海外では、Big6Skills (Eisenberg 
and Berkowitz 1999)は、課題の定義、情報の探索方略、情報の場所とアクセス、情報の活用、
統合、評価の 6段階に整理した。本研究課題で採用する情報活用型アプローチでは、情報の収
集、編集、発信の３段階と定義し、それぞれの場面で授業の設計要件が示されている（稲垣 
2015）。 
 情報活用能力は、自己評価尺度（高比良ら 2001）や、コンピュータ上でのテスト（小川ら 
2011）により評価されてきた。情報活用能力調査（文部科学省 2015）は、出題構成に探究プ
ロセスが内包された。ただし、学校現場で日常的に情報活用能力を評価するには、より実践に
即した評価手法が求められる。例えば、社会科で調べたことを新聞にまとめたのであれば、新
聞の質を適切に評価する観点や基準が必要である。ルーブリックは、学習の到達度合いを観点
ごとに何段階かにレベル分けし、レベルごとの記述に従って学習を評価する。京都市総合教育
センター(2011)による「情報教育スタンダード」や、稲垣ら(2013)によるルーブリック型 Web
教材では、活動ごとの評価基準が示されている。学習内容や児童生徒の実態にあわせて柔軟に
観点の取捨選択や基準の調整が可能になれば、より適切な学びの質の評価が可能になるだけで
なく、児童生徒が自ら操作・設定することで、学びの質により自覚的になることが期待される。 
 
２．研究の目的 
児童生徒が情報を収集、編集、発信する探究的な学びを遂行する際のルーブリック（評価基
準）を体系的に開発し、教師と児童生徒が任意の観点、基準でルーブリックを利用できるデー
タベース（ルーブリックバンク）として公開することが本研究の目的であった。具体的には次
の A）〜C)の 3点に取り組んだ。 
A) 児童生徒の探究活動における情報教育の観点からの体系的な「学びの質」ルーブリックの
構築 
義務教育段階を対象に、児童・生徒の探究的な学習プロセスにおいてどのような学習活動が
なされているのかを収集する。特に情報活用能力に関する目標やカリキュラムモデル、評価基
準等を参考にしながら、具体的な情報活用場面と結びつけたルーブリックを構築する。 

 
B) ルーブリックを教師および児童生徒が設定・活用する際の授業設計・学習評価手法の明確
化 
情報活用型アプローチでは、情報の収集、編集、発信の３場面で、単元を通した学習を構成
する。A)において開発したルーブリックを教師や児童生徒が情報の収集、編集、発信の各場面
においてどのように、選択・活用し、授業の設計や学習評価に結びつけるのかを明らかにする。 
 
C) Web 上でのルーブリックバンクの公開と、それを活用した授業設計・学習支援モデルの開
発 
 情報活用に関する多数のルーブリックをWeb上で選択、編集できる環境を開発する。教師、
児童・生徒によるWebサイトの使用評価を行う。次に、本Webサイトを教師の授業設計、児
童・生徒の学習支援に用いる際の手法を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 平成 28年度から平成 30年度の３年間の間にそれぞれ以下の手続きで研究を遂行した。 
 平成 28年度は、国内外の情報活用能力・情報リテラシーに関するルーブリック評価の情報収
集に取り組んだ。ルーブリックバンクに含めるべき構成要素を明らかにするとともに、プロト
タイプ開発に向けてシステム要件、データベース構造、ユーザインタフェースの定義を行った。 
 平成 29年度は、プロトタイプシステムを活用しながら、小学校・中学校教員との連携のもと、
ルーブリックバンクを用いた授業開発を試みた。ルーブリックを用いた情報活用型の探究学習
に対する評価手法を明らかにするとともに、プロトタイプへの評価をもとに本システムを開発
した。 
 最終年度である平成 30年度には、本システムを運用しながら広く授業開発およびルーブリッ
クの収集を行い、授業設計、学習支援のモデルとしてその成果を公表した。 
 
４．研究成果 
 上記３つの研究目的についてそれぞれ以下のような成果を得た。 
A) 児童生徒の探究活動における情報教育の観点からの体系的な「学びの質」ルーブリックの
構築：情報活用能力は、新学習指導要領において「学習の基盤となる 資質・能力」に新た
に位置づけられた。そこで「学びの質」ルーブリックや関連する調査研究事業の成果をも
とに、仙台市教育委員会・仙台市教育センターと小学校および中学校での情報活用能力の



目標リストを体系化することができた。 
B) ルーブリックを教師および児童生徒が設定・活用する際の授業設計・学習評価手法の明確
化：探究的な学習プロセスである情報の収集、編集、発信の 3 場面に対する学習活動カー
ドを用いた単元開発と、児童生徒の学修成果物へのルーブリック作成を統合した教員研修
プロセスを開発し、各地の教員研修で実施することができた。 
C) Web 上でのルーブリックバンクの公開とそれを活用した授業設計・学習支援モデルの開発:
ルーブリックバンクの運用実験を行い、900 件以上のルーブリックを収集・共有した。ま
た、その記述語に関する分析を試みた結果、ルーブリックが一定の一貫性をもって開発さ
れていることを確認することができた。機能面では ユーザーインターフェースの改良の他、
他のルーブリックの参照関係を可視化する機能を実装することにより、ルーブリックの質
を高める方策を提案することができた。 
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